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取扱説明書取扱説明書

この度は、ミニモワンシリーズ【フットスイッチ】をお買い求め頂き、誠に有り難うございます。

本機を正しくお使い頂くために必ずこの取扱説明書と、モーターの取扱説明書、それに

パワーパックの取扱説明書も併せてお読みになり、各機能を充分ご理解の上ご使用下さい。

なお、お読みになった後もこの取扱説明書は大切に保管し、必要に応じてご覧下さい。

安全上のご注意

警告 (人が死亡または重傷を負う可能性がある内容を示しています。)

○作業中は、目の保護のために安全保護メガネを、粉じん対策のために防塵マスクを

　着用して下さい。切り粉や粉じんなどによって思わぬ傷害を負う恐れがあります。

○改造や分解をしないで下さい。安全性や性能などに重大な影響を及ぼしたり、

　故障・火災・感電の原因となります。

○スイッチを入れる時はモーター（ハンドピース）を動かないようにしっかり持って

　下さい。モーターが跳ねて危険です。

○湿気の多い場所(風呂場など)、及び腐食性のガスや化学薬品の多い場所では使用

　しないで下さい。火災・感電の原因となります。

○結露の発生しない状態で使用して下さい。感電の原因となります。

○気温・室温が 0°～40°Cの範囲で使用して下さい。

○子供には操作させないように、又、子供の手の届かないところに保管してください。

○物を当てたり、落下させるなどの強い衝撃を与えないで下さい。

○粉塵、油、水などが内部に入らないように御注意下さい。万一、内部に液体や異物

　が入った場合、電源を切って販売店に修理を依頼して下さい。

○コードの上に重いものをのせないで下さい。コードが傷つき、火災･感電の原因とな

　ります。

○コードを熱器具に近づけないで下さい。コードの被覆が溶けて、火災･感電の原因と

　なります。

注意 (人が傷害を負ったり、 製品が故障する可能性がある内容を示しています。)

ＦＳ２０２・ＶＣ３０２　フットスイッチ

製品及び付属品については改良、改善のため予告なく内容を変更することがありますのでご容赦願います。
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2 . 操作

1 . 機能
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◇ ＦＳ２０２
　オン・オフタイプのフットスイッチで踏み込んでいる間のみスイッチがオンになり、離すと

　オフになります。

◇ＶＣ３０２
　オン・オフの機能に加え、踏み加減でパワーコントロールが出来るバリアブルタイプです。

　※最大パワーの調整

　①ハンドピースを接続して本体のペダルを目いっぱい踏み込みます。

　②パワーパックのスピードコントロールノブを最小から右に回し、好みのスピード／パワー

　　までもっていきます。

　　そのスピード／パワーがフットスイッチを目いっぱい踏み込んだときの最大パワーです。

　パワーパックの各部名称と機能はパワーパックの取扱説明書をご覧下さい。

　①パワーパックの背面にあるフットスイッチソケットに接続します。

　　※接続時のメインスイッチは『ＯＦＦ』の状態で行って下さい。

　　　『ＯＮ』の状態で接続した場合はエラーになりますが、再度メインスイッチを入れ直せ

　　　ば解除されます。

　②メインスイッチをＯＮにして、手元スイッチ又はパワーパックのパネルにあるＯＮ・

　　ＯＦＦスイッチで使用するステーションを選択します。

　　（ステーション選択は複数ステーションタイプのみ必要です。）

　　選択されているステーションのランプが緑色に点灯します。

　③ハンドピースをしっかり持ち、フットスイッチを踏めば“ピッ”と音が鳴り、ハンド

　　ピースが作動します。

　　※フットスイッチを接続すると、手元スイッチ及びパワーパックのパネルにあるＯＮ・

　　　ＯＦＦスイッチは作動しません。

　④停止するにはペダルから足を離します。

●オーバーロードの解除
　安全装置が作動して電流が流れなくなり、“ピー”音と共に停止した時、フットスイッチ

　でスイッチをＯＦＦにすると“ピッ”と音が鳴り、オーバーロードが解除されます。

　※ハンドピースの手元スイッチやパワーパックのパネルにあるＯＮ・ＯＦＦスイッチでは

　　解除出来ません。


